第１回家庭部門会議の概要
１．テーマ　　家庭部門における省エネ取組みの促進について
２．目的
・2016年5月に策定された国の温暖化対策計画の中で、2030年度に温室効果ガスを2013

年度比26％削減することとされ、特に「家庭部門」は2013年度比40％削減が求められている。

・今年度はこれまでの協議結果を活かし、家庭における省エネの啓発を検討する。
３．会議の開催
（１）日時：平成29年8月21日（月)　14時～16時
（２）場所：大阪府庁本館　５階　議会特別会議室（小）
（３）出席者
【消費者団体、環境NPO】
なにわの消費者団体連絡会、NPO法人関西消費者連合会、公益社団法人全国消費生活相
談員協会、公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント相談員協会、NPO法人
ひらかた環境ネットワーク会議、NPO法人摂津市人材サポート・ビューロー、NPO法人大阪環境
カウンセラー協会
【エネルギー供給事業者】
関西電力(株)、大阪ガス(株)、オリックス(株)、（一社）大阪府ＬＰガス協会

【国・自治体等】
近畿経済産業局、近畿地方環境事務所、大阪市、堺市、門真市、大阪府、大阪府地球温
暖化防止活動推進センター
　 【ファシリテーター】

（有）ひのでやエコライフ研究所　代表取締役　鈴木 靖文

（４）概要および意見等
①昨年度の協議結果と今年度の家庭部門会議のテーマについて
○概要
昨年度の家庭部門会議での協議結果について報告し、今年度のテーマ案に示し、意見交換を行った。

②国のエネルギー政策（電力・ガス自由化等）の動向について
　　　　　○概要
・国の動きとして、電力・ガス小売全面自由化の進捗状況について説明した。

・環境省の低炭素型の行動変容を促す情報発信（ナッジ）による家庭等の自発的対策推進事業について情報共有した。
○主な意見等
　　　　　・電力自由化について、スイッチングを啓発する媒体は増えているが、一般の方の興味は薄れ
てきている。自由化直後では府民の方は損得について関心があったが、現在は様子見が続
いてしまい、最終的には現状維持という結論になる方が多いと思う。
・電力が逼迫することがなくなり、節電よりも省エネという言葉を聞くようになった。
・見守りサービスについては、全国のエネルギー事業者側は顧客の囲い込みとして行っている面
があるが、民間企業が行う公共サービスといった側面もある。今後、自治体と民間企業が安
全な社会を作っていくうえで、少し大きなテーマとなると思う。

・ナッジ事業について、取組みの導入と毎年度の結果報告だけではなく、途中過程についても

情報提供をされれば、他の団体としても省エネの啓発活動等に役立つと思う。
③家庭部門における適応策及び省エネ取組の推進について
＜大阪府の試案について＞

○概要
家庭における省エネ啓発の取組みとして、うちエコ診断のさらなる活用やゲーム感覚で環境
について学ぶツール、料理教室等の場における省エネ啓発等、大阪府が考える取組み案を紹
介し、意見交換を行った。
○主な意見等
・ゲーム感覚で環境について学ぶことができるツール等、貸し出し方法について明確にしてほ
しい。

・学生にはエネルギーについての意識調査から、話をする場を設けるだけでも関心が高まるの
ではないか。
　　　　　　・ゲームを行う際は、事前に説明や議論する時間を設ける方がいい。
　　　　　　・子どもたちが参加する省エネ関係のエコクッキングのようなものを実施した時は、子どもたちが
家族に省エネについて伝えることが多かったので、料理教室等の場で省エネ啓発をすること
はいいと思う。
＜大阪府地球温暖化防止活動推進センターの取組みについて＞

　　　　　○概要
　　　　　　センターが実施する冬の省エネセミナーについての案を提示した。

　　　　　○主な意見等
　　　　　　・自らの団体で実施するイベントでは集客が大変難しい。有名人等を呼びたいが予算がな
い。
　　　　　　・お互いが対談できるような小規模の場の方が、深く学べるのではないだろうか。
＜温暖化適応策の大阪府の取組みについて＞
　　　　　○概要
　　　　　　温暖化適応策について、府の事業と今年度のイベント予定を紹介した。

　　　　　○主な意見等
　　　　　　病院や小児科、整形外科等の待ち時間に、啓発もののビデオを流してもいいのではないか。
＜家電の買い替え啓発について＞

　　　　　○概要
　　　　　　・家庭における家電買い替えを促進するためのアプリ「家電省エネ★くらべ」について紹介し
た。

④環境・エネルギー教育の推進について
　　　　○概要
　　　　　・今年度の教材冊子の配布と出前講座実施の現状について報告した。

　　　　　・新規の府の取組みとして、「幼児環境教育指導者プログラム強化事業」について紹介した。
　　　　○主な意見等
　　　　　先生にわかりやすい副読本の作成やキャラクターの活用等いれてもいいのではないか。

⑤参画団体からの情報提供について
　　　　○概要
　　　　　関西電力から自社のホームページに掲載している、カリスマ講師によるエネルギーの授業につい
て紹介した。
以　上
